
地

方
自
治

法
に

関
す
る

若
干
の

問
題
′

一

田

上

穣

治

票
自
治

法
の

基

本
原

語
､

憲
法
で

直
接
に

保

障
さ

れ

る
(

撃
諾

涙
)

｡

国

宝
樺
の

虚
則
す

霊
ち

望
嘉
は

､

妄
に

お

い

て

嘱
裁

荒
に

姦
し

､

従
つ

て

権
力
分
立

と

地

方
分
権
を

要

撃
る

｡

他
方
に

お

い

て
､

地

方
公

共
圃

饅
に

墓
室

が

宗
れ

ず
､

し

か

も

国
家

昆
し

て

人
口

少

く

地

域
が

狭
い

雷
霞
望
警
賓
行
す
る

こ

と
が

容

易
で

雪
｡

こ

の

こ

と

は

殊
に

都
道
府

警
り

も

市
町

村
に

つ

い

て

著
し

く
､

地

方

票
に

お

け

る

應

彗
義
の

琵
､

警

萱
に

お

け
る

自
治

警
察
の

重

税
は

こ
の

必

要
を

明
か

に

示

し

て

い

る
｡

け
れ

ど

も

警
察
法
の

箕
態
に

つ

い

て

指
摘
し

た
の

と

同

様
に

(

淋
噸
妃
如

軍
地

方
自
治

港
の

憲
に

つ

い

て

も

人
事
の

交

流
が

困

難

至
と

と

地

方
財

慧
基

礎
が

充
分
で

た

い

こ

と

等
に

ょ

つ

て
､

行

量
的
に

多

く
の

問
題
が

雷
､

雪
程

度
の

監
督

禁

中
央

農
に

留
保
さ

れ

る

必

要
を

感
ぜ

し

め
る

｡

本
稿
は

昭
和

二

五

年

虔
の

文

部
省

科

挙
試
験
研

究
費
に

ょ

る

研

究
の

一

部
で

あ
つ

て
､

琴
年
試
験

･

入

畢
試
験
辱
で

論
文
を

ま

と
め

る

時
間
が

票
つ

雲
で

､

併
せ

て

本
誌
執

筆
の

責
を

ふ

さ

ぎ

た
い

｡

■
●

4 3

市
町

村
の

蔑
の

優
更
に

つ

い

て
､

昭
和
∵

三
年

違
第

一

七

九

暁
(

鯛
折
朗
泊

)

附
則
第
二

僕
は

､

警
呈
と

し

て

軍

事

目

的
の

霊

地

方
自

治

港

忙

関
す
る

若

干
の

閉
経

ββ3



44

一

,
樗

静

叢

第
二

十
五

番

第
六

教

学
ぼ

謡
的
に

行
わ

れ

た

区

域

慧
の

復
元
の

た

め

信
時
措

嘗
規

掌
る

｡

孟
に

従
つ

て

復
元

す
べ

き

地

区

昆
民

望
軍
籍

行

以

し

蒜
が

少

く
な

㌔

欝
願
で

は
､

富
士

雷
で

昭

和

盲
年
(

詔
)

編
入
し

た

誓
言
村

露
の

分
離
に

つ

き
､

二

四

年
(

聖
二

〇

β

四

甥
の

適

量
詣
詣
囁

讃
謂

苦
学

要
が

雷
､

三

月
(

㌔

雷
投
票
の

結

悪
投

票

翌
三

七

完
酋

墓
場

箋
)

で

賛
成
は

一

ニ

〇

二

大

票
で

雪
た
が

､

知
事

望
月

(

陀
｡

)

孟
を

願
議
合
に

提

案
し

､

議
倉
は

八

月
(

巴

こ

れ

芸
決

し

た
｡

文

京
市
で

昭

空

七

年
(

聖
編

入

し

た

層
今

泉
村
区

域
の

分
離
に

つ

き

二

四

年
(

聖
三

軍
】

人
の

蓮

塁
譜

)

を

以

て

要
が

雷
､

二

月
(

富

民
投
票
の

結

悪
投

票
級

数
五

七

〇

真
鯛
欄

実
数

)

で

賛
成

望
○

-

○

票
で

雪
雲

､

知

事

望
月
(

紬

言
れ

を

願

誓
に

提

案
し

､

議
合
は

大

豊
こ

れ

を

否

決

し

た
｡

更
に

儒
市
で

も

克
年

(

謂
)

編
入
し

た

慧
岡
村
区

域
の

分
離
に

つ

き
､

二

三

年
(

紅
月

)

〓
ハ

六

五

人
の

連
署
(

諾
警
以
て

請
求
が

琶
三
月
(

富
民
投
票
の

箕
は

投

嘉
数
三

二

七

三

蓋
語
調
敦

)

で

賛
成
は

〓
ハ

九

表

で

濾
っ

た

が
､

知

事
は

翌

年

三

月
(

空
こ

れ

を

願
議
倉
に

提

案
し

､

議
合
は

同

月
(

陀
｡

)

こ

れ

を

香

決

し

た
｡

伸

こ

の

葺
に

住

民
投
票
で

遠
年

数
の

同

君
得
た

も
の

が
､

願
議
倉
で

否
決
又

は

審
議
未
了

と

彗
て

､

知
事
の

区

域

攣

靂
分
が

行
わ

れ

な

い

例
は

､

大

分
願
竹

田

町
そ

の

他
全

国
で

比

較
的
に

多
い

｡

け

れ

ど

豊
富
冶

法

附
則

竺
警

､

分
離
に

つ

違
民
投
票

●

を

行
わ

せ

る

と

と

は
､

住
民

投
票
に

よ

る

同

意

に

特
別
の

権

威
を

慧
､

都
道

府
願
議
倉
は

原
則
と

し

て

孟
を

否

決
で

き

な

い

も
の

と

し
て

､

分

警
容

易

苦
し

め

た

も
の

で

雪
て

､

そ

う
で

誇
れ

ば
､

蘭
題
の

区

域
が

現

に

屈
す
る

市
町

村
の

議
合
の

議
決

に

よ

り

知

事
に

分
離
を

中

学
る
､

通

常
の

手

緯
(

洲

電
)

と
此

較
し

て
､

特
に

住
民
投

票

-
こ

れ

誓
の

区

域
が

従
前
属
し

て

い

た

市
町

村
の

選
畢
人
の

投

票
で

雪
が

～
を

行
わ

せ

る

理

由
が

大

卒
失

わ

れ

る

か

ら
で

雪
｡

こ

の

鮎
は

､

昭

竺
五

年
五

月

四

芝
地

方
自
治
法

改

雷
よ

つ

て
､

住
民
投

票
で

有
数

嘗
軍

二

分
の

こ

以

↓
の

同

意
を

要
す
る

こ

と

と

し
､

そ
の

か

わ

遠
道
府
願
議

嘗
は

誓
を

受



け
る

ほ

か

は

議
員
の

特
別
た

蟄
議
に

よ

り

出

席
議
員
四

分
の

三

以

上

を

以
て

分
離
に

反
封
で

き

る

に

過

ぎ

た

い

と

し
､

立

法

的
に

解
決

さ

れ

た
｡

な

お

大
分
願
竹
田

町
の

豊

岡
地

区

分
離
の

住
民
投

票
に

勤

し
て

願
議
合
が

香

決
し

た
こ

と
の

取

滑

を

凍
め

た

詐
に

つ

き
､

大
分
地

方
裁
列
所

判
決
(

謂
二

謁
】

)

に

よ

れ

ば
､

知

事
の

地

区

不

分
離
虚

分
の

取

持

書
求
と

異
り

､

凝
議
倉
の

議
決

は

検
閲
意
思
に

止
ま
り
ノ

行

政

應
の

慶
分
で

な

い

か

ら

抗
告

訴

訟
の

対

象

と
な

り

得
ず

､

又

願
議
合
に

再

議
を

命
ず
る

こ

と

を

訴
求

す
る

こ

と

は
､

■
行
政

事
件

訴
訟
特
例

遠
望

ハ

備
に

い

わ

ゆ
る

関
連

請
求
と

し
て

も

許
さ

れ

た

い
(

師
紛

議
那

嫡
｡

)

｡

こ

れ

は

法

律
改
正

後
の

現

在
で

も

同
■
様
で

あ
る

｡

区

域
の

分
離
を

決
定
す
る

に

常
つ

て
､

第
一

に

雷
該

霞

城
の

住
民
の

利
益

を

考

慮
し
な

け
れ

ば
た

ら

ぬ
｡

富
士

宮
市

が

富
丘

地

直
の

分

離
に

反
封
す
る

理

由
に

は
､

(

1
)

富
丘
地

区
と

膏
大

官
市

得
地

と

は

人
家
が

相
連
た

る

こ

と
､

(

2
)

富
丘

地

区

大
中
里
の

見

童

多

数
が

蕾

大
宮
地

区
の

小

峯
校
及

び

中

畢
校
に

通

草
し

て

い

る

こ

と
､

(

3
)

大
中

里

と

大
官
地

区
の

一

部
が

一

の

農
業
協
同

組
合
を

組

綴
し

､

行
政

院

域
の

分
離
に

よ

り

組

合
の

解
散

を

要
求
さ

れ

る

虞
あ

る

こ

と
､

(

4
一)

分
離
に

よ

つ

て

富
丘

区

民
の

負
塘
が

増
し

財

敦

困

難
と

た

る

こ

と
､

(

5
一)

近

接
地

置
の

住
民
が

分
優
に

反

封
す
る

の

み
た

ら

ず
へ

住
民
投

票
で

も

賛
否
の

差
が

僅
か

で

分
群
後
は

村
内
が

商
流
に

分
か

れ

る

庚

が

あ
る

こ

と

が

奉
げ

ら

れ

る
｡

ナ
し

れ

ら
に

封
し

て

分
離
に

賛
成
す
る

理

由
に

は
､

次
の

よ

テ
な

主

張

が

あ

る
｡

(

1
)

膏
大

宮
町
と

接
績
す

る

地

域
で

人
家
が

連

年
る

の

は
､

警
昌
村
の

全

戸

数
(

一 一

重
の

約
二

剖
(

㌍
)

に

過

ぎ

ず
､

且
つ

そ

の

百

戸

は

農
家
で

あ

る
｡

(

2
レ

虚
窮
見

塞
が

響

師
の

診
断

書
を

提

出
し

て

大

官
地

区
の

畢
校
に

適
峯
さ

せ

て

い

る

の

は

平

均
三

十

名

位
で

あ
つ

て
､

分
離
問
題
が

敦
生

後
､

策
動

に

よ

つ

て

約
十

倍
に

激
増
し

た
の

に

止

ま
る

｡

(

3
)

農
業
協
同
親

合
の

蓮

螢
は

､

供
出
の

割
首

･

集
荷

･

配
給
思

潮
の

交
付
等

､

い

ず
れ

.

も

笹

域
わ

分
節
に

直
接
支

障
を

受
け

ず
､

た

だ

組
合

幹
部
の

放

慢
た

貸
付
が

霞

城
の

分
離
の

横
合
に

組
合
の

解
散

を

要

求
さ

れ

る

原

因
と

45

.

洩
る

虞
あ
る

に

止

ま

る
｡

(

4
)

奮
大

宮
町

は

観
光
都
市
と

稀
し
て

そ

の

た
め
の

施
設
.

に

軽
費
の

大

部
分
を

費
持
し

､

叉

合
併
常
時
の

協
定

地

方
自

治

法
に

関
す
る

若

干
の

問
題

占β∂



一

橋

静

叢

弟
二

十
五

番

弟
+

ハ

戟

.
4 6

曹
記

載
の

土

木
事
業
施
設

･

用

意
水

路
施
設

･

衛
生

施
設

･

教
育
施
設

等
の

殆

ん
ど

が

未
着
手
で

あ
る

｡

又

昭

和
二

四

年
慶
の

隣
接
農
村

部
-

∂

の

珠
算
に

準
じ
て

､

膏
富
丘

村
の

琢

算
を

作
成
す
る

と

歳
入

出

各
合
計
六

育

苗
囲
飴
で

､

財
政

的
に

充
分
濁
立
で

き

る

の

に

反
し

､

昭

和

二

三

年
一

二

月
現

在
の

市
琢
算
七
二

二
一

高
園
の

申
､

蕾
富
丘

村
の

負
捨
は

四

二

丸

帯
囲
で

あ

り
､

こ

の

比

率
を

二

四

年
慶
市
隷
算
に

適

用
す
る

と
､

富
丘

地

区
の

負
培
痴
は

分
離
し

た

場
合
の

約
倍
顧
に

た

る
｡

(

5
)

住
民
投

票
に

雷
つ

て

は
､

分
節
に

よ

り

不

在

地

主

と
な

る

膏
大

宮
町
の

住
民
で

奮
富
丘

地

琶
に

農
地

を

所

有
す
る

者
が

反
封

し

た

ほ

か
､

投

票
の

自

由

公

正

が

妨
げ

ら

れ

た

た
め

､

賛
香
が

僅
か

た

差

と
た

つ

た

も
の

で
､

分
離
後
に

村
政
が

両
派
に

封

立

す
る

庚
は

な

い

と

主
張

さ

れ

る
｡

菅
原

市
は

､

最
初

菅
原

町

と

島
田

村
が

町

村
組

合
を

つ

く
り

､

昭

和
一

五

年
に

青
原

町
が

島
田

村
を

吸

収
し

一

室

年
俸
法

村
が

青
原
町

に

編
入
さ

れ
､

更
に

一

七

年
今
泉
村
が

編
入
さ

れ
､

こ

れ

が

二

三

年
四

月
に

市
と
た

つ

た
｡

け

れ

ど

も

今
泉
地

直
は

市
の

地

域
の

三

分
の

】

を

占

め
､

エ

湯
が

多

く
､

又

内
山

組
合
に

お

け

る

財

産
区

と

し
て

の

持
分
が

大
で

あ
る

た
め

､

分
離
に

よ

つ

て

財

政

的
に

利
益
が

あ

る
｡

内
山

組
合
と

は
､

青
原
市

･

元

青
原
村

･

原

田

村
･

曹
永

村
の

組

合
で

あ
つ

て
､

山

林
(

ン

垂
蒜

町
)

旦
監
帥

二

原

野
(

㌫
哲
宅

地
(

蒜
】
)

等

を

所

有
す
る

｡

こ

の

ほ

か

今

泉
地

区
と

俸
港
地

区

は

政

治

的
に

封

宜
し

､

最
初
の

市
長
は

俸
法
地

区

か

ら

立

候
補
し

､

次
の

市
長
は

停
法
■

か

ら
二

人
､

今

泉
か

ら
一

人
立

候
補
し

､

俸
法
の

侯
締

着
中
の

最
初
の

市

長
が

第
一

位
､

今

泉
の

候
補
者
が

第
二

位
で

あ
つ

た
が

､

後
者

は

立

候
補
を

新

選
し

た

た

め

偉
法
の

候
補

者
に

つ

い

て

決

選
投

票
が

行
わ

れ
､

奮
市
長
が

落
選
し

た
｡

こ

の

た
め

今

泉
の

農
業
協
同

組
合

が

今
泉
の

候
補
者
を

推
し

て

組

合
の

襲
展
を

計

量
し

た
こ

と

は
､

挫
折
し

た
●

｡

か

く
て

今

泉
地

置
の

分
離
に

つ

き
､

住
民
投

票
が

行
わ

れ

t

た

が
､

青
原
市
は

人
口

三

高
飴
で

あ

る

か

ら
､

今

泉
が

分
離
す
れ

ば

市
の

要
件

を

快

く
に

至
る

の

み

憤

ら

ず
､

倖
法
地

区

も

分
離
す
る

形

勢
で

あ
る

｡

l
′

∧

と
ー

～
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こ

れ

ら
の

憲
に

徹
す
れ

ぼ
､

一

地

区
の

分
離

焉
の

財

警
の

他
に

深

刻
た

影

響
を

輿
え

､

徒
･

っ

て

そ

の

地

直
の

利

管
聖
経
の

利
益
が

衝

撃
る

こ

と

が

多
い

｡

そ

の

結
果

､

地

方
自
治
法
第
七

條
の

よ

う

に
､

分
離
の

申
請
が

そ
の

地

直
の

撃
る

市
町

村
の

馨
の

議
決
に

よ

つ

て

行
わ

れ

る

と

親

等
る

こ

と

は
､

か

か

る

分
離
を

多

く
の

賢
に

不

可

能

苦
し

め

る

も
の

で
､

附
則

警
備
の

聾
す

る

直

窯
誉
佳

豊
票
の

方
法
が

許
さ

れ

た

け

れ

ば

雷
ぬ

｡

い

い

か

え

れ

ば
､

附
則
は

経
過

規

雲
あ
る

か

ら
､

法
律
第
七

傑
の

改

悪
望
ま
し

い

ぶ
れ

ど

品
方
に

お

い

て
､

最

慧
立

漂
市
町

村
の

行
政
に

霊
宝
き

､

警
､

警
察
そ

の

他
の

事
務

が

自
治

能

力
の

琵
を

要
す
る

結
果

､

町

村
の

合
併
に

よ

り

禦
自
治

餞
の

誓
を

荒
ら

誇
れ

ば

雷
ぬ

｡

従
つ

て

分
離
が

讐
れ

歪
直
に

著
し

く
不

利
の

誉
に

は
､

分
離
に

同

意

す
る

住
民
投

票
が

行
わ

れ

た

と
き

で

も
､

分

警
警

べ

き

で

は

た

㌔

こ

の

よ

う
に

讐
れ

歪
直
の

た
め

に

分
離
の

自
由
を

制

掌
る

必

要
を

､

表
定
の

葦
の

下
に

都

漂
願
の

馨
を

し
て

要
さ

せ

る

か
､

又

穿
離
し

ょ

う

と

す
る

地

票
現

に

写
る

市
町

村
の

議

嘗
し

て

認

讐
せ

る

か

は
､

立

法

論
と

し

て

間

警
雪
が

､

市
町

村
譲
合
は

分
離
に

閲

し

て

封

掌
る

直

接
の

利
啓
開
係
着
で

空
か

ら
､

都
道
府
願
譲
合
の

議
決

が

通

学
雪

｡

又
こ

の

釜
の

制
限
は

､

公

共
の

福
祉
の

蛋
に

基

本
的
人
権
が

制

警
れ

る

の

と

異
り

､

分
離
に

去
て

生

ず
る

習
蓮

の

利
害
の

調
垂
で

空
か

ら
､

墓
の

最
小

限
度
に

止

め
る

比

例
原
則
の

適
用
は

た

い

が
､

国
文

遠
道
府
願
に

篤
町

村
の

監
督
権
を

廉
く

認
め
る

べ

き

で

芋
､

む

し

ろ

市
町

村
と

分
離

を

要
求
す
る

地

直
の

相

反
す
る

意
見
を

徹
し

て

決
定
す
べ

く
､

表
の

裁
列
と

解
す

そ
…
が

で

き

る
｡

こ

7

分
離
に

つ

い

王
述
し

た
と

こ

ろ

は
､

廉
く

地

方
公

茜
飽
の

腰

雰
合
に

つ

い

て

認
め

ら

れ
る

墓
で

雲
｡

美
都
市
が

特
別

市

朋

地

方
自

治

染
に

関
す
る

若
干
の

由
短
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一

橋

論

叢

第
土

十
五

春

草

六

親

と

し
て

指

誉
れ

る

こ

と

長
め
る

の

は
､

府
願
か

ら
の

分

警
意

味
し

､

=
カ

芸
い

て

大
都
市
が

そ

の

周
連
の

町

村
若
し

く

は

彗

都
市
の

た

め

に

ナ
る

負

警
免
れ

､

遊
興

飲

蓋
･

入

莞
の

よ

う

農
願

誓
笑
と

す
る

こ

と
が

で

き

る

こ

を
特
別
市
を

警

べ

き

よ

う
で

雪
が

､

碧
に

お

い

て

特
別
市
の

指
定
に

よ

つ

て

誉
れ

窟
願
は

そ
の

事

務
と

弱
小

自

治

餞
の

補
助
の

負
槍
に

堪
え

な

い

こ

と

に

葺
こ

の

利
害
の

調
整
は

､

特
別
市

墨
書
法

管
制

掌
る

園
舎
の

権

限
で

雪
が
(

諾
触
法

)
､

こ

の

墓
届
係

府
願
の

欝
拳
人
の

君
の

投

票
に

付
さ

誇
れ

ぼ

賢
姦
い

か

ら

(

鯛
)

､

遠
鼠
如
第
二

條
の

貨
葉
と

畏
封
に

表
別
市
の

指

誉
極
め
て

困

難
な

ら
し

め
る

｡

韓
別
市
の

指
定
に

攣
る

法

律
が

､

憲
法

莞
五

備
に

い

わ

ゆ
る

言
地

方

美
園
餞
の

み
に

適
用

さ

れ

る

特
別
法
で

雪
と
し

て

も
､

そ
の

地

方
公

共

圏
鰭
が

特
別
市
と

至
大
都
市

晶
す
か

､

或

笑
腎
が

属
す
る

都

若
願

嘉
味

す
る

か

は

必

ず
し

晶
か

で

苧
､

も
し

附

則

警
備
の

形

式
に

雷
う

誉
ば

､

む
し

ろ

紆

別
市
た

る
べ

き

市
の

任

豊
票
に

止

め
､

誉
れ

窟
願
の

利
益

は
.

雷
に

お

い

て

別
に

考
慮
さ

る

べ

き

も
の

と

箋
羞
中

都
市
が

小

自
治

鰻
の

警
と

府

願
の

靡
止

主
張

す
る

と

盲
､

特
別
市
の

要

警
固

楼
の

問

雪
雲
て

､

中

瞥
が

府
願
か

ら

翌
す
る

要
求
は

､

警
れ

る

小

自

治

慧
び

孟
を

包
括
す
る

府
願
の

利
益
の

た

め
に

制
限
を

受

け
な

け

れ

ぼ

な

ら
ぬ

｡

市
町

村
の

蒜
義
務

馨
は

､

市
町

村
の

編
入

又

は

合
併
が

遠
雷
き
､

こ

れ

に

代
わ

る

効

果
が

葺
蓋
し

市
町

村
の

併
合
は

､

地

方

議

夏
び

執
行
機
関
の

蓋
誓
と

財

産

穿
を

伴
う

琶
比

較
的
困

難
だ

か

ら
で

蔓
諾
ど

も

毒
草

務

讐
は

､

組

合

を

構
成
ナ
る

市
町

村
相

姦
に

蛋
分

警
横
囲
の

漂
等
に

つ

¥
摩
擦
が

多

く
､

校
地

の

琴
校

舎
の

蛋
の

よ

う

空
時

翌

ノ

警
主

た
る

目

的

与
る

畢
校

讐
が

成

警
あ
げ

て

い

る

の

に

反
し

て
､

自
治

鰻
警
察
の

よ

う

姦
漬
的
事

警
目

的

与
る

讐
は

困

難
で

蔓
例

え

ば
､

元

嘉
村
は

人
口

八
･

〇

六

六

人
で

警
察

賓
は

八

人
の

定

男
雪
が

､

東

豊
穣
鈴
川

質
び

東

署
浦

∂ββ



繹
を

含
み

､

南

澤
に

派
出

所
を

設

け

る

こ

と
が

困

難
で

あ

る
｡

従
つ

て

青
原
市
を

中
心

と

し
て

､

富
士

町
･

麿
岡

村
･

元

富
原
村
が

組
合

警
察
を

も
つ

こ

と

が

必

要
で

あ

る
｡

元

吉
原
村
白
鰻
の

治

安
推

持
は

必

ず
し

も

困

難
で

な

く
､

年

二
例

の

祭
穏
の

雑
踏
に

富
原
市

警
察
及

び

国
警
地

区

署
の

應
援
を

求

め
れ

ば

足
り

る

が
､

司

法

警
察
は

他
の

管
轄
区

域
内
の

犯

罪
に

つ

い

て

も

交
通
の

要
衝
で

取

締
る

こ

と

を

要

し
､

こ

の

意

味
で

組
合

警
察
が

望
ま
し

い
｡

け

れ

ど

も

千

葉
斯

･

神

奈
川

願
等
に

お

け
る

組

合
警
察
の

経

費
は

､

人
口

に

比

例
し

て

各
町

村
が

分
増
す
る

の

を

原
則
と

し
､

こ

れ

に

よ

れ

ぼ
､

菅
原
市
は

人
口

三

高
飴
で

警
察
吏
員
は

四

十
三

人
で

あ

る

か

ら
､

組
合

警
察
を

つ

く

る

こ

と
に

よ

つ

て

元

菅
原
村
の

警
察
費
負
塘
は

増
加

す
る

こ

と

に

た

る
｡

菅
原
市
の

昭

和
二

五

年
度
懇
算
に

お

け
る

警
察
費
は

八
･

六

二

四
･

五

五

六

囲
､

元

菅
原
村
と

殆

ん
ど

同

じ

人
口

で

警
察
吏
員
が

八

人
の

泉
村
の

昭
和

二

五

年

産
漁
算
に

お

け
る

警
察
費

竺
･

〇

七
三
･

九
二

〇

囲
で

あ

る

か

ら
､

人
口

が

約
四

倍
切

市
で

警
察

吏
員
は

約
五

倍
飴

(

但

し

富
原

市
は

督

寮

港

施
行
の

嘗
初
は

町

で

あ
つ

た

た

め
､

定
点
が

少

く
､

市
で

あ

れ
ば

約
七

倍

と

な
る

筈
)

､

警
察
費
は

約
八

倍
で

あ

る
｡

従
つ

て

組

合
各
町

村
の

人
口

が

著
し

く

異
ら

な

い

場
合
は

格

別
､

一

般
に

は

警
察
費
の

分
括
は

人
口
･
よ

り
.

も

誓
象

吏
員
の

定

数
に

比

例
せ

し

め
る

の

が

通
常
で

あ

ろ

う
｡

こ

れ

は

職
員
給

､

放

資
及

び

諸
手

雷

が

警
察
費
の

七

剖
乃
至

八

割
に

相

常
す
る

か

ら
で

あ
る

｡

い

ず
れ

に

し

て

も

組

合
警
察
が

設

思
さ

れ

る
■
と

､

廣
範
囲
の

管
轄
区

域
内
で

定

､

員
を

自
由
に

配

草
す

る

こ

と
が

で

き
､

行
政

管
理
で

は

人
事
の

異
動
が

自
由

と

た

り
､

虚
舎
の

整

備
･

公

安
委

員
合

資
の

節
減
が

で

き
､

運

営
管
理
セ

は

機
動
性
を

費
揺
す
る

こ

と

が

で

き
､

應
援
に

関
す
る
.

制
限
を

受
け
な

く
な

る
｡

都
道
府
願
知

事
に

封
し

て

関
係
市
町

村
が

合
併
に

関
す
る

申
請
訂

す
る

こ

と

は
､

市
町

村
議
倉
の

議
決
に

よ

つ

て

行
わ

れ

る

が
､

こ

の

合
併
決

議
が

住
民
の

治
憲
で

な

い

と

し

て

直

接
請
求
に

よ

り

譲
合
を

解
散

せ

し

め
､

且
つ

知
事
の

合
併
磨
分
の

取

滑
を

訴
求
し

た

事
件

が

〔

げ

4 9

挙
る

｡

す
た

わ

ち

兵
庫
顆
知

事

は

昭

和
二

五

年
三

月

神

戸
市
と

御

影

町
の

合
併
を

決

定
し

､

同

年
十
月

神

戸

市
と

本
庄
村
の

合
併
を

決

定

舶

地

方
自

治

法
に

関
す
る

若
干
の

問
題

′

■



05

一

橋

静
■
業

容
二

十
五

巷

第
六

班

し

た
｡

御
影
町
で

は

合
併
に

つ

盲
町

民
の

親
意
を

敬
す
べ

き

も
の

と
し
､

直
接
藷
求
に

よ

つ

て

町

議
倉
を

解
散

し

合
併
反
封
の

意
思
を

示

そ

う
と

し

た

と
こ

ろ
､

解
散

請
求
に

よ

る

住
民
投
票
を

行
わ

た

い

う

ち
に

知

事
の

合
併
の

決

定
が

あ
つ

た
の

で
､

こ

の

合
併
決

定
の

取

滑

を

訴
求
し

た
｡

神

戸

地

方
裁
列
所

邦
決
一(

監
押
入

)

は

住
民
投

票
が

合
併
決

定
の

法

律
要

件
で

な

く
､

又

直
接
請
求
に

よ

る

解
散

が

あ
る

と

し

て

も
､

解
散

前
の

譲
合
の

合
併
に

関
す
る

議
決
は

解
散

に

よ

つ

て

矢
数
し
た

い

か

ら
､

原
音
の

請
求
は

合

併
が

政

治

的
に

不

常

空
言

を

争
う

に

過

ぎ

ず
､

理

由
な

き

も
の

と

し

盈
表
欄
鮒
瑚

㌶
集
)

｡

本
庄
村
で

は

同

様
た

理

由
で

村
議
倉
の

解
散

請
求
が

行
わ

れ

た
が

､

そ
の

署
名
抒
の

署
名
に

つ

き

異
議
申
立

が

あ

り
､

村
選
挙
管
理

委

員
舎
で

署
名
の

無
数
を

決

定
し

た
の

で
､

請
求

代

表

者
側
は

､

こ

の

選
拳
管

理

要

点
倉
の

決

定
の

取

滑
を

訴

求
す
る

と

井
に

､

知

事
の

合

併
決

定
の

取

泊
の

訴

及
び

こ

の

本
案
列

決

確
定

ま
で

合
併
虞
分
の

執

行
停
止

を

申
立
て

た
｡

神
戸
地

方

裁
判

所

望
別
の

列
決
と

同

様
の

理

由
で

､

執
行

停
止

の

申
立
を

却
下

す
る

決

定
を

し

た
(

題
諾
蛸

謂
集

)

｡

こ

れ

ら
の

裁
列
は

､

現

行
誕
の

解
棒
と

し
て

は

常
然
で

誉
勺

が
､

厳
密
分
合
は

地

方

譲
合
が

前
凍
と

す
る

地

方
公

共

圃

鰻
そ

の

も
の

の

存

靡
を

決

定
す
る

作
用
で

あ
る

か

こ
､

立
法

論
と

し
て

は

直
接
民
主

政
の

採
用

が

望
ま

し
い

｡

三

新
制
中

挙
校

設

置
の

場
所

又

は

そ
の

軽
費
の

文

辞
に
.

つ

い

て
､

塵
l

分
村
問
題
が

起

り
､

又

市
町

村
長
の

不

信
任

決

議
が

行
わ

れ

る
｡

静
岡
願
の

例
で

は
､

田

方

郡

函
南
村
(

詰
年

)

壷
士

郡
富
士

根
村

(

忘
年
)

･

駿
東
郡
御

殿

場
町

(

完
年

)

･

賀
茂
郡
濱
峰

村
(

覧
年

)

壷
田

部

位
久

間

村
(

詣
年

)

が

慧
｡

妓

阜
願
鹿
田

村
で

は
､

村
議
合
議
事

錬
の

謄
本
を

添

附
し
て

組
合
立

空
拳

彗
肌

昏
に

つ

き

知

事
の

承

認
を

得
､

更
に

一

部
事

務

組
合
設

置
に

つ

普

知
事
の

許
可
を

得
､

次
い

で

村
議
合

堅
一

一

九

萬
囲

･

の

村
民
税
を

後
攻

し
､

こ

れ

を

中

畢
校
々

令
達
築

占3 0



r
一

-

1

･

費
に

支

出

す
る

更
正

簸
算
を

議
決
し

た
｡

柑
住
民
た

る

原

告

は
､

右
の

村
議
合
議
事

錬
を

偽
造

文

書
と

主

張

し
､

従
つ

七

知

事
の

承

認
及

び

許
可

は

無
数
で

あ
り

､

こ

れ

を

理

由
と

し

て

右
の

建
築
費
負
槍
に

閲
す
る

村

議
合
の

線
算

決

議
の

無
数
確
認
を

訴

求
し

た
｡

岐
阜
地

方

裁
判
所

が
､

現

資
の

課
税
な

き

限
り

琢
算
決

議
だ

け
で

は

住
民
の

具

饅

的
権
利
義
務
に

直

接
影

響
を

輿
え

た

い

こ

と
を

理

由
と

し
て

､

請

求
を

不

適
法

と
し

却
下
し

凌
の

･

は
､

常
然
で

あ
る
(

題
相
雛

譜
那

集
)

｡

静
岡

願
長
泉
村
で

は
､

村
長

が

社
食
煮
で

村
議
合
ほ

自
由

某
が

強
い

の

で
､

二

四

年
八

月

村
長
に

封
し
て

不

信
任

決

議
を

し
､

村
長
は

議
合
を

解
散

し

た

が
､

一

般

選
挙
の

拝
具
は

依
然
自
由
某
が

抱
封

多

数
で
■

あ
つ

た
｡

け
れ

ど
も

新
助
役
の

選
任
に

関
す
る

譲
合
の

同

意
を

.

條
件
に

村
長
が

鮮

磁
す
る

こ

と
に

つ

い

て

村
議
合
と

了

解
が

で

き
､

譲
合
は

一

般
溝
拳
直

後
の

再

度
の

不

信
任
の

議
決

を

し

た

か

つ

た
｡

そ
の

結
果

､

村
長
は

新
助
役
を

選
任
で

き

た

け

れ

ど

も

解

職
せ

ず
､

譲
合
と

封
宜

し
て

い

る
｡

公

安
委

貞
曾
の

委

員
長
も

自
由

某
で

あ
る

た

め
､

警
察
費
が

■
村
長
に

よ

つ

て

減
額

さ

れ

る

廉
が

あ

り
､

自
治

鰻
警
察
基

本
條
例
も
現

在
た

お

村
長
が

譲
合
に

提

案
し

た

い

状
態
で

あ
る

｡

大
阪

府
茨
木
市
で

は
､

昭
和

二

三

年
一

月

市
と

な

つ

た
が

､

初
代

市
長
の

在

職
中
五

度
不

信
任
の

議
案
が

上

程
さ

れ

た
｡

第
一

同

は

市
長

.

臥

邁
拳
法

違
反
を

理

由
と

し
(

完
年
)

､

第
二

同

は

隷
算
の

認
め
た

い

自

動
単
勝
入

及
び

市
廃
合
建
築
に

関
す
る

不

渡
手

溜
の

蟄
行
の

ほ

か

･
干

害
対

策
の

加

配
米
の

濫
用

等
を

理

由
と

し
(

虹

細
年

)

､

第
三

同
■
は

府
営
住
宅

建
設
に

関
す
る

農
地

調
整

法

違
反
を

理

由
と
し

た
が

(

詣
年

)

い

ず
れ

も

法
定
数
の

同

意
が

得
ら

れ

ず
不

成
立

と
な

り
､

か

く
て

市
長
と

譲
合
が

封

宜
し

殆

ん

ど

議
決
が

行
わ

れ

ず

譲
合
の

機
能
が

停
止

ナ
る

に

至
つ

た
｡

第
四

同

は
二

五

年
一

月

に

掟

象
さ

れ
､

初

め
て

議
決
が

成
立

し
､

市
長
は

議
倉
を

解
散

し

た
｡

第
五

同
は

一

般
選
拳
直

後
の

譲
合
で

あ
つ

た
湖

､

否

決
さ

れ

た

蓋
年
)

｡

こ

れ

ら
の

事
例
で

は
､

譲
合
が

解
散

さ

れ

て

再

度
不

信
任
の

議
湧
を

し

た
い

限
り

､

市

イ
▲

5 1

町

村
長
の

職
を

失
わ

し

滴

る

こ

と

が

で

き

ず
､

衆
議
院
に

お

け
る

内

閣
不

信
任

決

革
に

比

し
て

困

簸
で

あ

り
､

そ

の

結
果

､

地

方
譲
合
は
′

朗

地

方
自

治
港

に

隣
す
る

若
干
の

同
膵
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解
散

を

恐

れ

て

不

信
任
の

議
決
が

著
し

く

牽
制
さ

れ

る

こ

と

が

わ

か

る
｡

愛
嬢

願
生

名
村
で

は
､

村
議
倉
で

傑
例

が

規

定
す
る

村
長
俸
給
を

減
額

す

る

議
決

を

し
､

村
長
は

こ

れ

を

再

議
に

付
し

た
が

､

議
合
は

卦

き

の

合
議
か

ら

十
日
■
を

過
ぎ

再

議
確
を

失
つ

た

も
の

と

し

て
､

村
長
の

要
求
を

否

決
し

た
｡

村
長
は
こ

れ

を

不

信
任
の

議
決
と

み

な

し
､

譲
合
を

解
散
し

た
｡

譲
合
は

こ

の

解
散

を

違
法
と

し

て

取

消

請
求
の

訴
を

摸

起

し
､

議
員
か

ら

は

解
散

無
効

確
認
の

訴
之

提
起

し

た
｡

桧

山
地

方

裁
列
所

は
､

取

滑

請
求
が

磯
節
季
語
で

あ
る

か

ら

特
別
の

規
定

な

い

限
り

不

適
港
で

あ

る

と

し
て

却
下
し
(

表
認
諾
耶
集
)

､

反

封

に

無
効

確
認
訴
訟
は

議
員
が

現

在

そ

の

身
分
を

保

持
し

て

い

る

か

ど

う

か

を

確
認
す
る

意

味
に

お

い

て

法

律
上
の

利
益

あ
る

も
の

と

列
新

し
､

議
員
側
の

綺
求
を

容

認
し

た
(

鮒

王
攣
〕

｡

次
に

岡

山

願
中

和

村
で

は
､

村

議
合
議
貞
其
が

村
と
の

契
約
に

違
反
し

て

村

有
林
を

盗

伐

⊥

た

も
の

と

し

て
､

村
長
が

専
決

虚
分
に

よ

り

某

を

骨

訴
し

た
が

､

村
議
合
は

こ

の

報
告
の

承

認
を

議
決
し

な

か

つ

た
の

で
､

村
長
ほ

議

員
の

紐
解

職
を

勧
告

し
､

更
に

村
議
合
は

村
長
の

陳
謝
を

要
求
し
た

｡

と
こ

ろ

が

村
長
は

こ

の

陳
謝

要
求
の

議
決

を
､

村
長
不

信
任
の

議

決

と

認
め

て

村
議
禽
を

解
散
し

た
｡

こ

れ

に

対
し

て

議
禽
は

､

解
散
の

無
効
確
認
の

訴
を

捷
起

し
､

濠
備
的
請
求
と
し

て

解
散

取

消
の

訴

を

提

起
し

､

解
散
に

繕
い

て

行
わ

れ

た
一

般

選
拳
に

よ

り

議
舎
の

名

著
が

毀

損
さ

れ

損
害
を

被
つ

た

か

ら
､

議
禽
は

解
散

無
効
の

即
時
確

認
を

求
め

る

利
益

あ

る

も
の

と

主

張
し

た
｡

岡
山

地

方

裁
判
所
偲

､

本
件
の

よ
.
う
に

議
合
の

不

信
任

議
決
が

あ
つ

た
か

ど

う
か

が
一

見
明

白
で

な

く
､

解
棒
.
に

よ

つ

て

初

め
て

決
せ

ら

れ

る

場
合
に

は
､

不

信
任

決

議
が

あ
つ

た

も
の

と

し
て

し

た

村
長
の

議
倉
解
散

虞
分
は

首
然

無
効
で

は
な

く
､

単
に

敬

治
し

得
る

に

過

ぎ

な

い

も
の

と
し

､

無
効
確
認
の

訴
を

棄

却
し

た
が

､

解
散

塵
分
が

違
法
で

あ
る

れ

ど

う
か

の

■
鮎

に

つ

い

て

も

裁
判
所
が

常
然

審
剣
権
を

有

す
る

も
の

と

し
て

､

解
散

取

滑
の

列
決

を

し

た
(

銅

記
譜

)

｡

こ

の

列
決
は

稔

山
地

方

裁
列
所

の

列
決

と

異
り
､

私
は

後
者
が

正

常
と

考
え

る
｡

裁
判

所
は

あ

ら

ゆ
る

法

律
上
の

季

訟
に

つ

い

て

裁
列
す
る

権

棍

を

も
つ

が
､

そ

れ

ほ

首

∂3 β
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賢
一

は

磯

野
争

警
含
む
も
の

で

た

い
｡

又

長
の

不

信
任
の

議
決

は
､

地

方

自
治

津
(

㌫
鮒
細

鮎
)

に

ょ

り

特
別
の

要
件

と

効
果
が

規
定
さ

れ
る

か

ら
､

不

信
任
の

意
思
を

明

示

す
る

こ

と

を

要
し
､

従
つ

て

不

信
任
の

議
決
の

有

無
は

村
長
の

認
定
を

差
ず
し
て

明

白
で

曽
ソ

､

本
件
で

は

無
効
確
認
の

判
決
を

す
べ

き

も
の

と

考
え

る
｡

こ

の

ほ

か

山

梨

願
芦
川

村
議
合
は

､

村
長
に

よ

つ

て

解
散

さ

れ

準
が

､

･
村
議
合
議
長
は

譲
合
が

村
長
に

封
し

て

不

信
任
の

議
決

を

行
つ

た

専
管

芸
し

と

し

て
+

解
散

庭
分
の

取

滑
を

訴
求
し
､

更
に

近

く
一

般
選
馨
が

行
わ

れ

る

虞
が

あ
る

の

で
､

本
案

飼
決
の

確
定
に

至

る

ま

で

解
散

毎
分
の

若
の

停
止

を

命

ず
べ

き

こ

と
を

申
請
し

､

甲

府
地

方

裁
列
所

は

決

定
を

以
て

こ

れ

を

容

れ

た

(

折
紛

議
如

琴
一

)

｡

｡

の

訴

誇
も
ま

た

解
散

虔
分
の

取

将
に

関
す
る

洗
骨

訴
訟
で

た

く
､

蕪
効

確
認
の

訴
訟
と

す
べ

き

も
の

で

あ
る

｡

又

執
行
停
止
の

命
令
は

本
衆
は

誓
訴
訟
に

関
す
る

も

渇

雪
が
(

断
術

語
攣

警
の

規
定

晶

薫
求
の

併
合
の

規

真
禦
無

季
と

同

様
に

､

無
効
確
認
の

訴

訟

に

類

推
適
用
す
る

こ

と

が

で

き

る
｡

新
地

方
税

法
の

賓
施
に

よ

り

地

方
税

が

三

八

〇

億
囲
増
税
さ

れ

る

と

同

時
に

､

約
三

〇

〇

億
囲
に

お

よ

ぶ
覗

面
的
た

割
雷
寄
附
金

が

禁

止
さ

れ

る

か

ら
､

市
町

村
に

つ

い

て

も

必

ず
し

も

歳
入
の

増

加

と
た

ら

ず
､

シ

ャ

ウ

プ

勒

蓋
日

が

琴
亦

し

た

事
務

再

配

分
に

つ

い

て

は
､

改
め
て

そ
の

財
源
を

必

要
と

す
る

の

は

い

う

ま
で

も
た

い
｡

新
税

制
で

は
､

入
場
税

･

遊
興
飲
食
税

等
に

つ

い

て

附
加

税
を

課
す
る

こ

と

が

で

き

た

い

か

ら
､

都
市
の

租

霊
入

焉
民
税

･

固
定
資
産
祝

等
の

増

徴
に

か

か

わ

ら

ず
､

減
少

言
慧
菅

､

又

農
村
等
で

は

卒
･

3

衡
交
付
金
の

算
定
に

雷
つ

て

葦
財

芸
要

顧
の

算
定
が

現

に

支
出
す

凄
用

警
標
準
と

す
る

結
果

､

常
に

比

較
し

て

著
し

く
不

利

5 3

地

方
自

治

韓
に

関
す

る

若

干
の

問
題



一

橋

静

叢

第
二

十
立

春

算
六

餅

5 4

と
い

わ

れ

る
｡

静
岡
願
中

大
見
村
は

人
口

三

八

〇

〇
､

田

畑
ニ

0

0

吋
歩

､

山

林
三

〇

〇

〇

町
歩

､

そ
･

の

他
二

三

〇

〇
町

歩
の

山

村
で

あ
る

が
､

昭

和

二

五

年

墓
算

(

虹
如
追

)

に

よ

れ

ぼ
､

歳
入

合
計
九

八

八

萬
圃
の

中
で

､

村
税
三

〇

八

苦
(

鮒
甑
細

聖

詣
甲
耕
地

董
復
啓

盲
か

た

め
の

腰
補
助
金
二

言
寓
囲

､

災
害
土

木

復
啓
工

事
の

た

め
の

国
庫
補
助

金
七

五

萬
囲

､

災
害
工

事
受

益

者
寄
附
金

七
大

甫
園

､

平
衡

交
付
金

七
九

萬
園

､

財
産

茸
蹄
代

彗
〇
四

萬
園
を

主
た

る

も
の

と

す
る

｡

こ

れ

に

赦
す
れ

ぼ

村
税

は

比

較

的
に

少

く
､

又

平
衡

交

付
金

も

財
産
賛
稀
代

金

に

此

し
て

少

顧
で

曽
ソ

､

い

い

か

え

れ

ば

村
有
財

産
の

収

入
に

よ

り

財
政

は

安
定
し

､

前
年
度
繰
越
金

も

年
度
初
の

隷

算
で

ー

○

萬
囲
で

あ
つ

た
の

が
､

追
加

空
箱
で

は

四

六

商
囲
と

な
つ

て

い

る
｡

次
に

歳
出
で

は
､

災
害
土

木
復
蕾
工

事

費
七

九

萬
囲

､

耕
地

災
害
復
蕃
工

事

費
三

〇

五

萬

囲
は

歳
入
に

お

け
る

補
助
金

及
び

寄
附
金
の

頗
か

ら

首
然
で

あ

り
､

そ
の

他
で

は

給
輿

･

手

首
を

圭

と

す
る

役

場
費

-

四

壷
圃

､

農
地

委

員
合
資
二

〇

萬
囲

､

財
産

費
五

八

萬
囲
を

除
け

ぼ
､

教
育
費

三
大

東
園

､

部
落
水

道
組

合
に

封
す

＼

＼

る

補
助

雀
ハ

五

萬
囲

､

病

攣
警
察
滑

防
等
の

負
塘
金

四

二

萬
囲
を

主

た
る

も
の

と

し
､

自
治

髄
警
察
が

た

い

か

ら

警
察
滑

防
費
は

滑

防

の

た

め
の

一

七

商
圏
に

過

ぎ
た

い
｡

次
に

葦
原

市
の

昭

和
二

五

年

墓
算

(

㌫
朗
九

)

に

よ

れ

ば
､

歳
入

合
計

三
四

七

二

富
の

中
で
､

市
税

七
一

望

雷
(

師
鮎

空
転

聖
詔

駄
)

､

平

衡

交
付

空
二

〇

〇

意
を

重

富
も
の

と
し

､

財

産
棄
却
代

竺
○

雷
に

過

ぎ
た

い
｡

市
税
は

前
年

憲
算
顔

竿
三

三

高
風
に

此

し
て

著
し

く

増
加
し

て

い

る

が
､

三

島
市
で

は

二

四

年
度
五

九

九

毒
囲
に

封
し

て
､

二

五

年
度
五

九

〇
三

高
囲
で

､

滅
小
を

示

し

て

い

る
｡

次
に

青
原
市
の

歳

望
は

､

市
役

所

費
-

■
七

〇

〇

萬
囲

､

警
察
滑

防
費

-

実
豊

円

興
和

諾
醐
八

)

､

土

木

費

言

責
筒

l

輿
鴛
細

窮
監

㌫

習

警
費
二

三

九

二

富
(

酌

議
諾
野

暮
及
び

努
働

莞
費

二
〇

七

雷
(

鴨

実
地

攣
産

蓋
臍
費

一

〇

与,;≠



〇
八

万

囲
(

晰
榊
順

詣
諾
聖
箋
酢

小
)

を

主

た
る

も
の

と
し

､

財
産

費
一

九

〇

萬
囲

､

公

債

費
三

八
一

萬
囲
に

過

ぎ

な
い

｡

こ

こ

で

警
察
費
の

自
治

懐
財

政
に

及

ぼ

す
影

響
は

大
き

い
｡

自
治

饅

警
察
は

元

来

主
と

し

て

入

場
税

を

財

源

と
し

た
が

､

こ

れ

に

代

わ

る

べ

き

平
衡
交
付
金
で

は

警
察
費
に

発
雷
す
べ

き

金

顔
が

明

示

さ

れ

た

い
｡

こ

れ

ほ

中

央
が

地

方

行
政

を

監
督
す
る

こ

と

を

制
限
し

､

自

治

を

像

障
す
る

た

め
で

あ

る

が
､

平

衡
交
付
金
の

絶
叡
鮮

園
の

財
政

に

よ

つ

て

必

ず
し

も

充
分
で

た

い

結
果

､

市
町

村
で

は

警
察
費
に

つ

い

て

特
別
な

財

源
の

付
輿
を

希
望
す
る

聾
が

強
い

｡

殊
に

問
題
と

な

る

の

は

捜
査

費
を

含
む

放

資
で

あ
る

｡

警
察
吏
員

聖
二

人
の

吉
原
市

で
､

放

資
四

大
･

四

萬
囲
(

諾

警
､

警
察
吏
員
八

人
の

泉
村
で

､

旅
費
六

･

七

萬
圃

(

相

詔
)

臥

隷

算
で

は

過

少
で

あ
り

､

濠
想
で

音

な

い

事
件
の

蟄
生

に

封

し

て

極

め
て

不

充
分
で

あ

る
｡

同

様
に

し
て

超
過

勤
務
手

首
の

増
額

も

必

要
で

あ
る

が
､

青
原
市
で

五

〇

萬

囲
､

泉
村

で

は

五
･

四

甫
囲
に

過

ぎ

た

い
｡

従
つ

て

寛
一

に
､

自
治

懐
警
察
の

要
求
に

よ

つ

て

国
家
地

方

警
察
が

援
助
に

出

動
し

た

場
合
に

要
し

た

費
用

は
､

国
庫
の

負
塘
と
し

た

け

れ

ぼ

た

ら

ぬ
｡

こ

の

場
合
は

法
理

上

は

自
治

鰻
の

公

安
委

貞
舎
の

蓮

螢
管
理

に

服
す
る

の

で

あ

る

か

ら
､

■

常
然
に

そ

の

自
治

饅
で

費
用
を

負
持
す
べ

き

で

あ
る

が
､

小

自
治

鰻
の

警
察
費
が

少
い

た

め
､

国
庫
が

負
揺
す
る

の
■
が

常
で

あ
る

｡

大
き

た

自
治

饅
警
察
が

小

自
治

饅
の

警
察
を

應
摸
す
る

場
合
も

同

様
に

解
さ

れ

る
｡

但
し

競
馬

･

競
輪
等
の

警
備
の

た

め

に

す
る

應
援
の

費
用

が

主

催
者
た
る

自
治

饅
の

負
塘
で

あ
る

こ

せ

は

い
■
う
ま
で

も

な

い
｡

第
二

に
､

小

自
治

饅
は

自
治

鰻

警
察
を

返
上

し

て
､

そ

の

霞

城
を

国

家
地

方

警
察
の

管
轄
に

廃
せ

し

め

る

こ

と
を

認
め

る

必

要
が

あ

る
｡

警
察
法

改
正

草
案
要
綱
に

よ

れ

ば
､

人
口

五

千

以
上

の

市
稗
的
町

村

が
､

住
民
投
票
に

よ

つ

て

警
察
を

維
持
し

な

い

こ

と
が

で

き
､

又

警
察
を

維
持
し

た

い

こ

と

と

し

た

後
､

再
び

警
察
を

維
持
す
る

こ

と

が

で

き

る

も
の

と

す
る

｡

但
し

二

年
間
は

欒
吏
.で

き

た

い

こ

と

ど

す
る

｡

こ

れ

は

人
口

三

萬
若
し

く
は

五

高
来
満
の

自
治

饅
を

す
べ

て

国
家

､

5 5

地

方
警
察
又

は

都
道
府
願
の

警
察
の

管
轄
直

域
と

す
る

案
と

現

行
制
度
の

折
中

案
で

あ
つ

て
､

直
接
民
主

敦
に

よ

つ

て

決

定
す
る

て

と
に

地

方
自

治

法
に

関
す
る

若
干
の

問
題
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一

橋

静
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第
二

十
五

壊

第
六

壊

5 6

長
所

が

る
る

｡

普
通
地

方

公

共
圏

饅
の

長
は

､

毎
年
二

同

以
上

珠
算
の

使

用
の

状
況
･

収

入
の

状
況
そ

の

他
財
政
に

閲
す
る

事

項
を

詮
萌

す
る

文

書
を

作
成
し

､

｡

れ

を

住

民
に

公

表
す
べ

く
(

軸
新

説
増

監
等
位

民
は

法

定
数
の

連
署
に

よ

つ

て

監
査

要

点
に

よ

る

監
査
を

欝
求
し

､

文

革
猫

に

監
査

要
貞
に

勤
し

て

腐
敗

行
為
の

防
止

を

請
求

サ
る

と

と

が

㌻
る
(

禦
朗

読
望
)

｡

殊
に

後
の

場
合
は

監
査

委

員
又

哩
長
の

措
麿
に

不

服
あ

る

と

き
､

虜
請
求
人
は

出

撃
ノ

る
ナ

言
が

で

き

る

が
､

穿
例
は

少
い

｡

神

奈
川

願
で

知
事
及
び

職
員
が

達

慧
債

務
を

負
塘
し

そ

の

他
違
法
た

財

政

上
の

行
為
あ
る

も
の

と

し
､

監
査

委

員
に

封
し

で

監
査
の

↓
､

知

事
の

退

職
･

職
員
の

罷
免

･

金

銭
の

出

盛
使

途
の

明

細
を

公

表
す
べ

き

こ

と
軒

轟
求
し

た

事
件

が

あ
る

｡

監
査

要

員
が

監
査

を

担
香
し

牢
た

め
､

監
査

要

点
を

被
告
と

し
･
て

同

彗
日

の

訴
を

操

短

し

た
｡

横
濱
地

方

裁
列
所
は

､

こ

の

民
衆
訴

訟
の

目

的
が

首
謀

職
員
の

違
法

行
為
の

制
限
又

ほ

禁
止

等
に

限
ら

れ
､

本
件
の

請
求
の

趣

旨

誉
れ

に

繋

雷
せ

ず
､

叉

監
査

葺
を

警
と

す
る

こ

と

も

不

適
法
で

あ

る

と

し
て

､

却
下
の

列
決
を

し

た
(

題
南
新

譜
表

)

勺
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